
金属３Dプリンタの特徴

・切削加工や放電加工などの従来工
法では実現不可能な複雑形状や内
部に空洞を有する製品の作製が可能

金属３Ｄプリンタを活用した高付加価値製品創出に関する研究（R2～R4）

共同研究者：山梨大学、(株)松浦機械製作所

背景・目的

研究内容 期待される効果

高付加価値製品の創出（ODM型企業への変革）医療、
金型、自動車、航空機分野等での活用促進

対象企業

・山梨県機械電子工業会
・山梨県医療機器開発Gr
・山梨県型技術研究会
・リフトオフ山梨 etc.

研
究
実
施

モデル作成

後処理

表面改質手法の提案

最適な造形条件の提供

設計力支援

最適な切削条件の提供

高付加価値製品の次世代試作・加工技術の要望【目的】
高精度・高品質な生産手
法の実現

産業技術センター

製 品

金属3Dプリンタの仕組み

冷却用フィン

●造形概略図

ファイバレーザ

N2

ガルバノミラー

主軸

造形プラットフォーム
ベースプレート（S50Cなど）

スキージングユニット

金属粉末

●造形の流れ

高付加価値製品の造形実現での課題
①形状に依存する造形不良
②造形間切削における加工不良
③後処理（表面改質） 等々

県内企業から要望がある

・射出成形やダイカストなどの金型

・医療機器関連

・航空機関連

への適用が可能となる

①造形物形状ごとの
造形条件の最適化

（R2～4）
②造形環境下における
切削性の向上

（R2～4）
③電子ビーム加工による
造形物の高機能化

（R2～4）

航空機用ジェットノズル
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